


























































































⑥ 発表準備 ３時間 教室 PPTの作成など、発表の準備をする。多読ブックがまだ完成し
ていない場合は、製本作業も行う。










































































































































⑦ 発表会準備 ３時間 教室 PPTの作成など、発表の準備をする。

























































② 多読体験 １時間 図書館 学習者として多読授業を体験した後、多読授業の方法について知
る。
③ 奈良フィー
ルドワーク
紹介
１時間 教室 ・教員と学生がグループ別に奈良に行ってリソースを収集し、そ
れを使って多読ブックを作るという活動を理解する。
・奈良の歴史や地理を知る。
④ 奈良フィー
ルドワーク
計画
１時間 教室 グループ別に奈良フィールドワークの計画を立てる。
⑤ 奈良フィー
ルドワーク
１日 奈良 奈良でグループ別にリソースを集める。
【宿題】多読ブックの構成を考える
⑥ 多読ブック
作成
３時間 教室 ・多読ブックに使う写真を確認し、原稿を書く。
・印刷して製本する。
（後半の９０分は大学生だけで作業を行う。）
⑦ 多読ブック
紹介準備
１時間 教室 多読ブックを完成させ、紹介の準備をする。
⑧ 多読ブック
の紹介
２時間 教室 グループ別に多読ブックを朗読し、多読ブックのねらいと感想を
話す。
①では、図書館の司書から図書館ガイドの中で多読用図書のコーナーを紹介してもらうとと
もに、スタンプラリー用紙を配布してもらった。スタンプラリーは、多読用図書を１冊読むご
とにスタンプを押してもらい、それを５０集めると小さなプレゼントがもらえるというイベント
である。
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②では、授業（研修開始から２５日目）の前に、既に５０冊読破している研修参加者もいたが、
未体験の研修参加者もおり、また、授業としての多読クラスを理解してもらうために、まず学
習者として２０分多読クラスを体験してもらい、その後で教師の役割など、授業の進め方を紹介
した。
③では、多読ブック作成活動について詳しく紹介した。作成する多読ブックの読者は日本語
を学ぶ大学生とし、内容と記述に関しては、「初級レベル」「大学生が興味を持てる内容」「日
本で制作するメリットを活かす」「奈良フィールドワークで写真を撮影する」「１０ページ程度」
という条件を設けた。そして、リソース収集や多読ブック作成という協働作業を通して意見交
換を深めるという目的を話した。特に、学生側には想定する読者の大学生が興味を持ちそうな
テーマや内容について積極的に意見を出すこと、教員側には、今までの教員生活やこの研修で
学んだこと、例えば、教材用写真の撮り方などを経験の浅い教員志望の学生に対して、伝えて
ほしいという要望を伝えた。この時間の後半には、奈良の町について歴史や地理、観光地など
を簡単に紹介した。
④では、グループごとに具体的なフィールドワークの計画を立てた。
⑤では、１日使って、奈良でフィールドワークを行い、大体の多読ブックの構成をこの日に
考えることがタスクだった。センターに夜に帰ってくるまで一緒に行動したグループも、夕方
にはそれぞれ別行動をとったグループもあったが、全体的にグループで行動、教員と学生の意
見交換ができたようだった。
⑥は全体のカリキュラムの関係で、３時間の内、最初の９０分は教員と学生が一緒に活動し、
テキストを作成しながら写真のレイアウトを相談した。後半の９０分は学生だけで多読ブックの
製本作業を中心に進めた。講師は、テキストの修正、PCのトラブル対応、レイアウト確認の
ためのプリントアウトの補助などを行った。完成しなかったグループは、最終原稿を講師に提
出することを宿題にした。
⑦では、学生が多読ブックを完成させ、紹介の準備を行い、⑧では、グループごとに学生か
ら紹介した。この研修では、学生、教員とも研修成果を発表する別の機会が設けられていたた
め、多読ブックについては、あまり堅苦しくないように、各グループ１５分程度でPPTスライ
ド化した多読ブックをプロジェクターで投影して朗読した後で、多読ブックを作ったねらいと
感想を話した。
５．２ 研修参加者の気づきや学び
ここでは、研修参加者が作成した多読ブックの内容や多読ブック作成活動についての研修参
加者の感想をコースアンケートの結果及び授業中の発言等から紹介する。
各グループが作成した多読ブックは、交通機関の利用方法や奈良の町、社寺を案内した『一
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緒に行こう、東大寺へ』『初めての奈良』『お寺と神社』、鹿に注目した『しかまるなら』『奈良
は鹿しかない』、学習した語彙を基にして日本を紹介した『色と形』の６冊となった。それぞれ、
ストーリー仕立て、クイズ形式、テキストのおもしろさなど、工夫がされている。
学生からは、「初級教材を作るのが難しかった」「自分が初級だった時のことを忘れてしまっ
ている」という感想が多く聞かれた。そして、教員から初級のレベル感や写真の撮り方、ストー
リーの進め方など、いろいろなアドバイスがもらえたという声も多かった。反対に多読ブック
に登場させるキャラクターや、学生が興味を持っているマンガなどの情報を教員に伝えたとい
う声もあった。
教員からも学生からいろいろ学んだという声が多かった。例えば、学生が興味や関心を持っ
ていることについての情報だけでなく、学生が文章を具体的にどのように書くのか見られたの
で作文の授業の参考になると話す者もいた。また、多読ブックのような成果物を作る効果を感
じたので、自分の授業でも取り入れたいという声もあった。
また、ある学生は、「普段は教員と学生という意識が強くて自由にいろいろなことを話すこ
とは少なく、どんなことを話したらいいか分からなかったが、教員と同じ体験をしたことで、
それについて話すことができ、とても話しやすくなった」という意見もあった。
多読ブック作成活動を通してお互いに学んだり教えたりすることがあり、協働作業が相互理
解を進める場になったことが窺える。
６．おわりに
多読ブック作成活動を行う目的は研修ごとに異なるが、共通していることは、何より研修参
加者が主体的に楽しみながら取り組む姿である。この活動には、自分たちが見たり聞いたりし
たことをまとめて、誰かを喜ばせたり驚かせたりする楽しみやワクワク感がある。
本報告で紹介した３研修では、多読ブック作成活動を「日本語教員である研修参加者が、収
集したリソースをどのように授業や教材に活用するのかを具体的に考える」「日本語学習者で
ある大学生の研修参加者が、日本語を使うことに自信をつけつつ、日本の人や日本の文化・社
会についての理解を深める」「日本語教員と大学生という異なる背景を持つ研修参加者が、互
いの強みを活かして学び合いながら協働で作業することを通してつながりを強化する」といっ
た研修目標を達成するための手段として取り入れた。
多読ブック作成活動が、研修目標に合わせて様々な現場で応用して取り入れやすいのは、こ
の活動自体が持つ特徴にある。
まず、多読ブック自体が持つ性質にある。多読ブックは、絵本のようなものであり、誰もが
幼いころから慣れ親しんできている媒体で、作品としてイメージしやすい。表現方法は多様で、
ストーリー展開やレイアウト等、工夫やアイデアを詰め込めるため、個性を発揮しやすい。ま
国際交流基金日本語教育紀要 第１７号（２０２１年）
－224－
た、身近な文書作成ソフトWord を使って、写真とテキストだけで作成できるので、編集等の
専門的な知識が必要ない。A１レベルのものからあり、テキストは短く、簡単なものでも作品
として十分成り立つため、日本語力が低くても取り組める。
次に、多読ブックを作成するプロセスも関係する。多読ブックというのは、本という作品で
あることから、具体的な読者を想定して作成することが前提である。作成する多読ブックの
テーマを決め、関連するリソースを収集し、構成を考えて原稿を書く中で、何度となく、想定
する読者に伝えたいことは何か、それを伝えるために自分自身は十分にテーマについて理解で
きているのか、また情報を整理できているのか等、新たな疑問や理解の不十分さを自覚する。
こういったプロセスを経て多読ブックという作品として完成させるため、対象への理解が深ま
りやすいだけでなく、自分たちで気づき、考え、主体的に行動する仕掛けがこの活動にはある。
また、この活動は、個人でも可能であるが、グループでも取り組みやすい。そのため、メンバー
間で意見交換し、互いに学び合いながら協働して作り上げることができる。
このような特徴を持つ多読ブック作成活動は、国内外の様々な現場で応用して取り入れるこ
とができるのではないだろうか。
謝辞：関西センターの東健太郎日本語教育専門員副主任には、多読授業や多読ブック作成活動の進め方に
ついて資料の提供、授業への出講等の協力をしていただきました。心から感謝申し上げます。
〔注〕
（１）多読用図書の作成活動の実践報告はまだ数少ないが、多読授業での多読に対する意欲の低下や読みたい
物がない等の課題を解消するため、学習者自身が多読の読み物を作成する実践（山岸ほか ２０１９）や、多
読授業の最後のプロジェクトで、自己表現活動の一環として多読本創作をする実践（池田 ２０１８）の報告
がある。
（２）「KCよむよむ」は、関西センターの日本語教育の取り組みを紹介している「KCクリップ－そのまま見
せます！私たちの日本語教育」内で公開している（https://kansai.jpf.go.jp/clip/yomyom/）。
（３）関西センターの取り組みの詳細は、東（２０１８）、東・畠中（２０１９）を参照のこと。
（４）多読ブックの作成手順の詳細は、東（２０１６）を参照のこと。
（５）多読ブックのPPTスライドは、見開きで１スライドとし、「画面切り替え」の「ページ カール」を設定
して、実際に本をめくっているような効果を出した。
（６）前年度は、協働作業としてスマートフォンを利用して「会話ビデオ」を作成した。しかし、こちらが期
待した以上の質のものを作ろうとして、作業量負担が大きく、時間がかかったこと、ビデオの編集は学
生と教員の知識や技術の差が大きく、協働作業がしにくかったことなどの課題が残った。そこで、作業
負担を軽くすること、協働作業をしやすくすることを主眼として、「多読ブック」を作成することにした。
前年度の実践については、戸田・田中・和栗（２０２０）を参照のこと。
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